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□ 夏季休業へ向けて

本日の終業式で、以下のことについて生徒に話をしました。

● 継続は力なり
１．２年生の個人成績表には「継続は力なり」というこ

とわざが記載されています。ことわざは昔の人の生きる知
恵。「継続」がもたらす力を先人は実感していたのでしょ
う。「千里の道も一歩から」「ちりも積もれば山となる」
「雨だれ石を穿つ」等々、類語は他にもあります。かの
イチロー選手も「小さいことを積み重ねることが、とんで
もないところへ行くただ一つの道です。」と語っています。たとえ「とんでもないところ」
に行かなくても、継続に伴う粘り強さや達成感は自信につながります。そして継続を通して
見えてくる新たな発見や学びは、これからの人生の幅を広げてくれるに違いありません。勉
強、運動、お手伝い、趣味、どんなことでも構わないのです。小さなことを積み上げ、これ
からを支える、ゆるがぬ力を身につけてください。

● 「不可能」の対義語は「可能」ではない。「挑戦」だ！
3 年生の個人成績表には、上記見出しのアメリカの初の黒人メジャーリーガー ジャッキ

ー・ロビンソン選手の言葉が印刷されています。
夏休みを前に、やりたいこと、頑張りたいことがあるはずです。自分の目標を立てて、継

続させることに「挑戦」しましょう。やれば必ず結果が生まれます。成功も失敗もありま
す。失敗すれば悔しいでしょうが、挑戦しなければ、その悔しさですら味わえないのです。
前向きにまずはやってみる。成功は自信に、失敗は成長の糧にして、次に向けて努力する。
その時には先生、友達、家族の話を素直に聞き、行動に活かしましょう。素直さが人を伸ば
します。また、「時は金なり」ということわざもありますね。夏休みのまとまった時間を上
手に使って、こつこつと地道に積み上げ、次の「挑戦」へとつなげていってください。

● 8月心のテーマ「平和を愛する心」
夏は平和について考える季節でもあります。
私の亡くなった義父は戦争体験者です。普段は温厚な人でしたが、私の子ども達が、ふ

ざけて「死ね」などと言うと、「生きたくても生きられなかった人がいるのだから、そんな
ことは言ってはいけない。」と、別人のように厳しく教え、諭していました。今も世界のど
こかで戦争や紛争があります。戦争の惨劇を自分たちの世代で決して繰り返さない強い心
と、日常の中にある争いや暴力の種に対して、良いこと、悪いことの判別をつけて遠ざけ
る心を持ち続けるようにしたいものです。

校訓：和して学ばん
汗して生きん
創造の力みがかん

email：terai-jhs@school.city.nomi.ishikawa.jp

学校HPでも普段の様子をお伝えしています。ご覧ください。



□ これまでの県大会の結果

【陸上部】 伊野：女子1・2年走幅跳 7位

【野球部】 １回戦 寺井０－１板津

【男子バレーボール部】１回戦 寺井０－２兼六

【女子バレーボール部】１回戦 寺井０－２ＬＥＡＤ（地域クラブ）

【男子ソフトテニス部】

〔団体戦〕寺井２－１清泉 、寺井１－２北星

〔個人戦〕久田・界ペア：２位＜★北信越大会出場★＞

岡田・羽野ペア：ベスト１６、池田・本道ペア：１回戦敗退

【女子ソフトテニス部】

〔個人戦〕樋口・沼田ペア １回戦敗退

【サッカー部】 １回戦 寺井０－４星稜

【水泳部】中池：男子1500m自由形 1位、男子400m自由形 1位

＜★共に全中、北信越大会出場★＞

松本虎：男子200m背泳 3位、男子100m背泳 3位

＜★共に北信越大会出場★＞

松本朔：男子400m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 3 位、男子200m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 2 位

＜★共に北信越大会出場★＞

中池・松本虎・松本朔・川合：男子400m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 7 位

ある会場で、生徒が「これまでのご指導ありがとうございました。」と言って、顧問
にお手紙を渡す場面に遭遇しました。自分の感謝の思いを素直に表現できるって素敵だ
な、と思いました。監督・コーチへの感謝、親への感謝、共に練習してきたチームメイ
トへの感謝、後輩への感謝、練習環境への感謝…。今週末には、男女のハンドボール部、
吹奏楽部の県大会があります。様々な支えのおかげで、これまで頑張ってこられました。
「練習は本番のように 本番は練習のように」感謝を胸に大会に臨みましょう！

お知らせ

8月 11日（金）～8月 17日（木）は学校を閉庁します。この期間中に事故などの

緊急な事態が起こった場合は、下記に電話にてご連絡ください。
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